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20 アプリを利用した漢方診療が
　  症状緩和に効果的だった一症例
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21 函館五稜郭病院泌尿器科における
　  漢方薬の使用状況
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函館五稜郭病院　泌尿器科

【症例】80代女性。2019年から子宮脱を伴う排尿困難、夜間多

尿、繰り返す膀胱炎症状および慢性的な膿尿のため不定期に

受診していたが、2021年以降通院が途絶えていた。初診から4

年経過した2023年、尿意によらず突然失禁するとの主訴で再診

となった。問診と診察を行い、2年前に受けた子宮脱に対する子

宮摘除後の膀胱腟瘻が原因と判明した。下腹部切開による経

膀胱アプローチにて瘻孔閉鎖術を施行し、以降は経過観察とし

たが、術後半年で膀胱脱を認めたため、婦人科に腟閉鎖術を依

頼した。閉鎖術から2か月が経過した時点で、排尿困難、夜間多

尿、膀胱炎症状それぞれの悪化を認め再診となった。問診に

て、婦人科手術の際にこれまでの投薬が全て休止されたことが

判明した。現在は下肢の冷えが辛く、頻尿・尿意切迫感や排尿

時痛、睡眠障害もあるとの訴えであった。尿沈渣にて膿尿を認

め、過活動膀胱症状スコア（OABSS）は12点であった。対応と

して、排尿困難にウラピジル30㎎/日、夜間多尿にトリクロルメ

チアジド1㎎/日を以前から投与しており、これらを再開した。こ

のほか排尿時痛と膿尿には抗菌薬のほかに猪苓湯合四物湯

7.5g/日投与にて対応した。1か月後には下部尿路症状も改善し

たが、下肢の冷えが持続する、元気が出ない、食が進まないなど

の訴えが認められた。このため、患者と携帯アプリにて漢方製

剤の医療用サイトを閲覧しながら症状緩和に効果的な漢方製

剤を検討することとなり、猪苓湯7.5g/日および半夏白朮天麻湯

7.5g/日を選択した。投与1か月後から自覚症状は改善し、下肢

の冷えが消失した。OABSSは投与前11点から4か月後5点と低

下した。現在は、投与回数を自己調整しながら継続している。

【考察】猪苓湯合四物湯の投与では、排尿時痛や排尿困難、尿

意切迫感の改善のほか冷え症状の緩和を目的としたが、効果は

限定的だった。有効な治療法を検討するにあたり、患者側に漢

方製剤への抵抗がなく前向きであったこと、演者自身は漢方薬

の十分な知識が無かったことから、医療用サイトを利用し、患

者の自覚症状を踏まえて半夏白朮天麻湯が選択された。結果的

に本剤の効果が非常に高かった。日常診療に漢方を取り入れる

際には専門的知識が無くとも、こうした手法は一案であると実

感した。

【目的】 近年、泌尿器科領域において種々の疾患に対して漢方

薬が使用されている。今回、当科における漢方薬の使用状況を

検討した。さらに、がんの支持療法に対する漢方薬使用に関し

ても調査した。

【方法と対象】2019年1月から2023年12月までの5年間にわた

り、当科（外来および入院）で処方された漢方薬の使用状況を

分析した。

【結果】この5年間で1365例に対して1610処方が行われた。年次

推移をみると、265例（302処方）、287例（316処方）、300例（354

処方）、248例（296処方）、265例（342処方）であり、年間の平均

は273例、322処方であった。使用された方剤の中では、猪苓湯

（377処方）が最も多く、次いで大建中湯（244処方）、芎帰膠艾

湯（128処方）、芍薬甘草湯（123処方）、補中益気湯（106処方）

の順であった。これら5種類の方剤が全体の53%を占めていた。

猪苓湯は膀胱炎や尿管結石に対する自然排石促進、下腿浮腫

の治療に用いられていた。大建中湯は術後の腸運動促進に、芎

帰膠艾湯は種々の泌尿器疾患による血尿に、芍薬甘草湯は尿

管結石による疼痛やこむら返りに、補中益気湯は主にがん患者

の倦怠感や食欲不振に対して処方されていた。また、がんの支

持療法として使用された補中益気湯、人参養栄湯、十全大補

湯、六君子湯、半夏瀉心湯の5剤に関しては、その処方数が61

（全処方数の20%）、33（10%）、42（11%）、55（18%）、89（26%）

と年々増加傾向にあった。特に補剤である補中益気湯、人参養

栄湯、十全大補湯の処方合計数は、それぞれ42、26、30、43、69

と近年増加を示していた。

【結語】当科における漢方薬の処方は年間を通じてほぼ一定で

あったが、がんの支持療法としての漢方薬治療は増加する傾向

にあった。


